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３カ国中学生親善バレーボール大会

８
月
2
4
日
土
・
2
5
日
日
の
両
日
、
運

動
公
園
体
育
館
に
、
韓
国
大
邸
（
テ
グ
）

直
轄
市
と
中
国
哈
爾
濱
（
ハ
ル
ビ
ン
）
市

の

選
抜
チ
ー

ム
を
迎
え

て
、
中
学
生

バ

レ

ー
ボ
ー
ル

親
善
大
会

が
行
わ

れ
ま
し

た
。市

で
は

、
文
部
省
が

進
め

る
生
涯

ス

ポ
ー
ツ
交

流
事
業
の

一
環
と
し
て

、

一

昨
年
以

来
、
大
郎
市
と
の

サ
ッ

カ
ー
の

親
善
試
合

を
通
じ
て
交

流
を
進

め
て
き

ま
し
た

が
、
今
年
は

、
中
国
ハ

ル

ビ
ン

市
を
加

え
て
、
三

力
国

に
よ

る
バ
レ

ー

ボ
ー
ル

大
会
と
な

り
ま
し
た

。

台
風

の
た
め
、

大
邸
市
チ
ー

ム
が
開

会
式
に

間
に
合

わ
な
い
ハ

プ
ニ
ン

ブ

も

あ
り
ま
し
た
が
、
選
手

た
ち
の
、
は
つ

ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
に
、
観
戦
の
人
た
ち

か

ら
も
大
声

援
。

試
合

後
、
選
手

た
ち
は
市
内
の

各
家

庭
に
分

か
れ
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
こ

と
ば
を

超
え
て
交
流

を
深
め
ま
し

た
。

（
２

・
３
ペ

ー
ジ
で

特
集
）

市役所の代表電話は

ことばを超えるスポーツの心水　緑　文化



特集　３力国中学生親善バレーボール大会

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ハ
ル
ビ
ン
市
・
大
邸
市
の
選

手
た
ち
は
、
二
～
四
人
ず
つ
に

別
れ
、
市
内
の
家
庭
に

ホ
ー
ム

ス
テ
イ
。

そ
の
な
か
で

、
紙
敷
の
早
川

さ
ん
・
長
嶺
さ
ん
・
渡
部
さ
ん

の
お
宅
で
の
様
子
を

ご
紹
介
し

ま
す
。

三
家
族
そ
ろ
っ
て
の
市
内
案

内
や
、
最
後
の
夜
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
パ
ー
テ

ィ
ー
は
、
に
ぎ
や

か
で
し
た
。

８
月
2
3
日
夜
ハ
ル
ビ
ン
市
チ
ー
ム
松
戸
到
着
。

2
4日

試
合
。
午

後
３
時
大

邸
市
チ
ー
ム
松
戸
到
着
。
夜
歓
迎
会
。

2
5日

試
合
。
午
後
市
内
見
学
。

2
6日

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
見
学
。

2
7
日
午
前
ハ
ル
ビ
ン
市
チ
ー
ム
、
次
い
で
大
邸
市
チ
ー
ム
帰
国
。

大
会
で
は
、
ハ

ル
ビ
ン
市
・
大
邱
市
チ
ー
ム
、
そ
し
て
松
戸
市
選
抜
チ
ー

ム
の
選
手
た
ち
は
、
力
い
っ
ぱ
い
の
試
合
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
応
援
席
か
ら
は
絶
え
ず
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
合
い
間
や
歓
迎
会
で
は
、
中
学
生
の
素
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
結
ば
れ
た
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
を
迎
え
た
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
家
庭
で
も
、
選
手
を
囲
ん
で
温
か

な
交
流
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

試合終了後に握手する中国チームと松戸市チーム

（
上

）
に

ぎ

や
か

な

パ

ー
テ

ィ

ー

の

始

ま

り
（
右

）
み

ん

な
で

「

北

国
の

春
」

を
歌

い

ま

し
た

(上)セミ が珍しいというハルビン の選

手たち( 下)自分でもいだナシに舌鼓

(上)歓迎会も最高潮。もう みんな 友゙達、

(左)あちらこちらで話が弾みます
早川さん渡部さん

仕掛け時計に思わず見と れて

(左)北田陽子さん

(第六中学校)

(右)入江加奈子さん

(河原塚中学校)

(左) 菅野 毅彦くん
(第一中学校)

(右) 吉田 大介くん

(和名ヶ谷中学校)

市
内
の
ほ
ガ
の
学
校
の

人
と
も
、
外
国
の
人
と
も

出
会
え
た
の
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

友
情
の
大
き
な
輪
が
広

が
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し

て
い
ま
す
。

韓

国
や
中

国
の

選
手

は

み

ん
な

礼
儀

正
し

い
と

思

い

ま
し

た

。
で

も
、
楽

し

い

と
こ

ろ
も

あ
っ
て

、
こ

の
大

会

で
会

え
て
よ

か
っ

た

。中

学

生
時
代

も

、
も

う

す

ぐ
終

わ
り
で

す

が
、
い

い
思

い
出

に

な
り
ま

し
た

。

こ
の
大
会
の
様
子
を
紹
介
し
た
広
報
ビ
デ

オ
「
ふ
れ
あ
い
広
げ
た
！
」
が
、
９
月
2
9
日

刪
午
前
1
1時
3
0分
か
ら
干
葉
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
ま
す
。

圃
広
報
課

言

葉
が

分
か

ら
な

く
て

も
、
心

は

通
じ

る
も
の

で

す
ね

。

初

め
緊

張
し

て
い

た
子

供
た
ち

が

、
だ

ん
だ

ん
打

ち
解

け
て

く

れ
る
の

が
う

れ
し
か

っ
た

で

す
ね

。

思
い

さ
っ

て

選
手

た
ち

を
お
預

が
り
し
て
よ
か
っ
か
。

楽
し

い
思

い

を
さ
せ

て

い

た
だ

き
ま

し

た
。

涙を流して名残を惜し む人も

北
山
市

民

会
館

が
休
館

９

月
2
1日
出
～
平
成
４

年
３

月
3
1日
内
の
間
、
改
修
工
事
の

た
め

休
館
し
ま
す
。

蠢

北
山
市
民
会
館
四
8
7－
5
8

5
5
番

松
戸
駅
西
口
地
下
駐
車
場
(
市

営

）
が
営

業
休

止
に

休
止
期
間
1
0
月
４
日

倒
午
後

1
0
時
～
７
日
㈲
午
前
８
時
3
0
分

鬩
再
開
発
課
松
戸
駅
周
辺
整
備
室

赤

い
羽

根
募
金

運
動

に

ご
協

力

を「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運

動
は
、
1
0月
か
ら
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
る
助
け
合
い
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

松
戸
市
の
平
成
２

年
度
実
績

は
四
千
三
百
五
十
八
万
八
千
五

百
八
十
三
円
で
、
県
共
同
募
金
会

を
通
じ
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
間
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
な

ど
に
配
分

さ
れ
ま
し
た
。

黯
千
葉
県
共
同
募
金
会
松
戸
支

会
（
市
役
所
援
護
課
内
）

障
害
者
に
理
解
を

動

く
物

価
教

室
（

施
設
見

学
）

1
0月
1
7日
困
午
前
９
時
4
5分

東
葛
飾
合
同
庁
舎
集
合
　
見
学

コ
ー
ス
松
戸
～
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

野
田
工
場
～
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ

ー
柏
工
場
～
松
戸
　
対

象
十
八

歳
以
上
の
県
民

費
用

無
料

惠
1
0月
４
日
窗
必

着
で
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
実
施
日
・
参
加

経
験
の
有
無
を
明
記
し
て

、
〒

2
6
0
1
9
1

千
葉
中
央
郵
便
局
私

書

箱
四
十
号
県
庁
県
民
生
活
課
企
画

調
整
係
（
｛
1
0
4
7
2
－
2
3
1

2
2
9
9

番
｝
へ
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
ハ
ガ
キ
一
枚

に
二
人
ま
で
申
し
込
み
可
)

下
水

道
使

用
料

徴
収

事
務
受

託
者

の
商

号
の

変
更

新
商
号

第
一
環
境
株
式
会

社

（
旧
商
号
・
第
一
環
境
事
業
株

式
会
社
）
　
変
更
年
月
日

平
成

３

年
1
0月
１
日

※
住
所
・
代
表
者
は

変
わ
ら
ず

黯

下
水
道

部
施
設
課
管
理
係

育
児

休
業

推
進

説
明

会

1
0月
2
3日
困
午
後
１
時
3
0分

～
４

時
3
0分
　
会
場

千
葉
県
自

治
会
館
六
階
大
ホ
ー
ル
　
対
象

事
業
主
、
企
業
の
人
事
労
務
担

当
者

内

容
説
明
「
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
」

労
働
省
婦
人
局
婦
人
福
祉
課
課

長
補
佐
・
山
本
典
子

氏
、
質
疑

応
答
、
事
例
発
表
　
費
用

無
料

圉
電
話
で
千
葉
婦
人

少
年
室

0
4
7
2
－
5
1－
4
3
4
7

番

へ松
戸
警

察
署

の
署

歌

を
募
集

内
容

市
民
と
警
察
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
た
め
の
署
歌
の
作

詞

圉
1
0月
3
1日
困
ま
で
に

、
〒
2
7
1

松
戸
市
小
根
本
一
七
二
－

二
松

戸
警
察
署
睦
会
（
四
6
9
1
0
1

1
0
内
線
２
１
０

番
）
へ

教
育

委
員

会
会

議

を
開

催

1
0月
３
日
困
午
後
４

時
か
ら

会
場

市
役
所
別
館
教
育
長
室

圜
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

生
け
垣

新
設

時
に

助
成

金
を

支
給条

件

①
生
け
垣
に
す
る
場
所

が
、
幅
員
四
㍍
以
上
の
道
路
に

面
し
て

い
て

、
そ
の
延
長
が
五

㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

生
け
垣
の
高
さ
が
１
㍍
以
上
で

あ
る
こ
と

②
植
栽
の
方
法
は
。

一
㍍
当
た
り
二
本
以
上
の
列
植

で
あ
る
こ

と
　
助
成
金
額
設
置

費
の
三
分

の
一

に
相

当
す

る

額
。
た
だ
し
、
一
㍍
に
つ
き
四

千
円
（
限
度
額
六
万

円
）

蠢
財
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金

松
戸
市
営
白
井
聖
地
公
園

普
通
墓
地
・
芝
生
墓
地
を
公
募

日
時
…
９
月
2
9
日
面
～
1
0
月

１

日

㈹
、
午
前
９

時
～
午

後
４

時

場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会

議

室

、
白

井

聖

地
公

園

管
理

事

務

所

持

参

す

る
物

…

①
申

込

申
請

書
②
切
手
を
張
っ
た
所
定
の
ハ

ガ

キ

③
印

鑑

④

住
民

票

（
本
籍

・

住

所

・
氏

名
・

世

帯
主

・

続

柄

の

記

載

さ

れ
て

い

る

も
の
で

、

平
成
３
年
９
月
1
日
以
降
に
証

明

を
受

け

た

も
の

）

日
時
…
1
0
月
1
5
日
㈹
午
前
1
0

時
か

ら

会
揚
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会

議

室

今回募集区画と使用料・管理料

種　　 別 区画数 使 用 料 管　 理　 料

普 通 墓 地

(5㎡)

東向き 93 468,000円

年　 額

3,600 円

(５年 度分

一 括前納)

西向き 83 418,000 円

芝 生 墓 地

(4㎡)

カロ ート 代

含む

東向き 50 368,000 円

西向き 50 328,000 円

黷

白
井
聖
地
公
園
課

担
当
…
行
政
相
談
委
員

費
用
…
無
料

※
1
1
月
５
日
出
午
後
１
時
～
４

時
の
間
に
、
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
西
口

デ
ッ
キ
上
で
、
特
設
行
政
相

談
所
を
設
置
し
ま
す
。

黷
市
民
相
談
室

行政相談委員

滝
田
　

泰
子

青
木
美
枝
子

渡
来
進
太
郎

関
根
　
壮
吾

和
田
　

康
男

林
　
　

克
忠

氏
　

名

上

本

郷

三

七

三

〇

松

戸

一
　
二

一
五

高
塚
新
田
四
九
－

一

金

ヶ

作

三

五

二

松
戸
新
田

一
八
ｉ
四

ニ

ツ

木

八

七

住
　
　

所

6
2
－

２
６
８
３
番

6
2
－

４
５
０
８
番

9
2１
６
２
３
４
番

8
7１
１
１
６
５
番

6
2－

７
８
５
３
番

4
1－

０
８
０
１
番

電
話
番
号

市

立
保
育

所

臨
時

保
母
募

集

募
集
職
種

産
休
・
育
休
代
替

保
母
　

勤
務
時
間

午
前
８

時
3
0

分
～
午
後
５
時
呈

曜
日
は
午
後

Ｏ
時
3
0分
ま
で

）

※

勤
務
時
間
は
希
望
に
よ
り
、

変
更
で
き
ま
す
。

黯
保
育
所
課
保
育
指
導
係

国

民

健
康

保
険

料
の

収
納

員

（

補
欠
者

）
を
募

集

応
募
期
間
９

月
2
7日
窗
ま
で

対
象
収
納
業
務
に

専
念
で

き
る

五
十
歳
ま
で
の
女
性
　
定
員

若

干
名

践
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

あ

な

た
の

健

康

病　は　気　 か　ら
精
神
的
ス
ト
レ
ス

を
受
け
る
と
、
免

疫
系
の
働
き
が
弱
ま
る
こ
と

が
分
か
っ

て

き
ま
し
た
。

例
え
ば
配
偶
者
を
失
っ
た

直
後
の
よ

う
に
、
強
い
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け

た
人
た
ち
の
血
液
を
検
査
し
て
み
る
と
、

免
疫
に
役
立
つ
細
胞
が
減
少
し
て

い
る

こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
「
病
は
気
か
ら
」

が
実
証
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で
す
。

実
際
、
配
偶
者
を
失
っ
た
人
は
、
結

婚
し
て
い
る
人
よ
り
早
死
に

す
る
確
率

が
高
い
と
い
う
統
計
も
あ
り
ま
す
。

みんな で広げたふれあいの輪

歓　迎　会

申
し
込
み
受
け
付
け

抽

選

1
0月
1
3
日

照

～
1
9
日

出

は

行

政

相

談
週

間
で

す

。
行

政

に

関

す

る

各

種
相

談

は

、
市

役
所
で

も
随

時

受
け

付

け
て

い

ま

す

。

日
時
…
毎
月
第
二
・
第
四
月

曜
日

、
午

後
１

時

～
３

時

会
場
…
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ

ー

行
政
相
談
の
ご
利
用
を

ディズニーランド

バーベキューパーティー

長嶺さん

165

う

事

は

、
な

ん
で

も
だ

い

じ

に

す

る
こ

と
で

、

喜

び
を
み

つ

け

ま

す

。

ま

た

エ
ス

カ
レ

ー

タ

ー
の

代

わ

り
に

階

段

を

使

う
、

駅

ま
で

歩

く

等

、
日

常

生

活
の

中

へ

運

動

を
取

り

入

れ

る

だ
け

で

も

良
い

の
で

す

。

特
に

「
他

人
へ

の

奉

仕

（

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア
活
動
な
ど
）
」
は
、
自
分
自
身
の
健

康

に

非

常
に

良
い

の

で

す

。
「

楽
天

的

」

に

明

る

く
生

き

る
こ

と

が

、

健

康
に

よ

い

の
で

す
。

（
松
戸
市

医
師
会

）

合
ど
う
な
る
か

。

エ
イ

ズ
に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
普
通
は
無
害
な
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス

な
ど
に
感
染
し
て
死
亡
し
た
り
、
癌

に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

従
来
免
疫
系
は

完
全
に
独
立
し
て

い

て

、
他
の
ど
の
よ

う
な
系
か
ら
も
影
響

を
受
け
な
い
で

作
動
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
研

究
で

、
感

情
や
思
考
（
す
な
わ
ち
心
や
気
持
ち
）

の
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
分
か
っ
て

き

ま
し
た
。

病
気
は
、
気
持
ち
の
持
ち

方
に
よ

っ

て
良
く
な
っ
た
り
悪

く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
は
、
だ
れ
で

も
感
じ
て

い
ま
す
。

し
か
し
具
体
的
に
心
を
ど
う
し
た
ら
良

い
か
は
、
あ
ま
り
考
え
て
い

な
い
と
思

い
ま
す
。

人
間
の
体
を
病
気
か
ら
守
っ
て

く
れ

る
防
御
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
に

、
免
疫
系

の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
免
疫
系
は
絶
え

ず
体
を
見
回
り
、
外
か
ら
入

っ
て

き
た

物
と
、
も
と
も
と
体
に
あ
る
も
の
と
を

見
分
け
て
い
ま
す
。

侵
入
者
が
見
つ
か
る
と
、

免
疫
系

が
た
だ
ち
に
活
動

を
始
め
、
有
害
な
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス

や
癌
細
胞
に
向

か

っ
て

攻
撃
を
開
始
し
て

、

体
を
守
っ
て

く
れ
て
い
ま

す
。逆

に
免
疫
系
の

バ
ラ
ン

ス

が
く
ず
れ
る
と

、
自
分

自
身
の
体
を
攻
撃
し
て
、

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

の

自
己
免
疫
疾
患
に
な
っ

た
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応

を
お
こ
し
て

、
喘
息
や
花

粉
症
の
よ
う
な
ア
レ
ル

ギ

ー
疾
患
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。免

疫
系
が
働
か

な
い
場

で

す
か
ら
、
免
疫
系
の

働
き
を
活
発
に

す
る
よ
う

な
心
構
え
が
、
健
康
に
良

い

わ
け
で
す
。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
は
、

現
代
社
会
で

は
避
け
る
こ

と
は
難
し
い
の
で

、
そ
れ

に

負
け
な
い
心
構
え

が
必

要
で

す
。
そ
れ
に
は
ま
ず

「
喜
び
」
の
あ
る
生
活
を

す
る
こ
と
で
す
。

目
の
前
の
小
さ
な
楽
し

み
、
例
え
ば
ぺ
ッ
卜
や
植

物
を
か
わ
い
が
る
、
散
歩
、

歌
、
音
楽
を
聴
く
、
お
し

ゃ
べ
り
、
子
供
と
遊
ぶ

、

楽
し
め
る
運
動
等
々

、
自

分
が
心
か
ら
楽
し
い
と
思

別れの朝

松戸駅前で

ナシ狩り



９

月

定

例

市

議

会

が

開

会

中

平
成
２
年
度

決
算
な
ど
3
6件
を
審
議

９
月
定
例
市
議
会
が
、
９

月
５
日
か
ら
2
5日
ま
で

の
予
定
で
開
か
れ
、
本
会
議
と
委
員
会
で
慎
重
に
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２
年
度
の
決
算
、
平
成
３
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
、
三
十
六
件
の
議
案
が

上

程
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案
の
内
容
は

、
次
の

と
お
り
で
す
。

決

算
の
認
定

▽
平
成
２
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決

算
の
認
定

補
正
予
算

国分川分水路の江戸川 への排出口となる柳原水門

▽
平
成
３
年
度
一
般
会
計
（
第

二
回
）
…
こ
既
定
の
歳
入
歳
出

予

算
の

総
額

に

五

十
三

億

四

千
四

百

三

十

二

万
七

千

円

を

追
加
し
、
総
額

を

一
千

三

十

一

億

八
百

五

十

万

七
千

円

に

し

ま

す

。

▽
特
別
会
計
（
各
第
一
回
）
…
松

戸

競
輪

会

計

は

二
十

二

億

七

千
四

百

十

五
万

三

千

円

、
下

水
道

事

業

会

計
は

十

四

億

三

千
九
百
九
十
八
万
二
千
円

、

老
人
保
健
事
業
会
計
一
億

一
千
四
百
四
十
一
万

一
千
円

を
各
歳
入

歳
出
予
算
に
追
加

し
ま
す
。

▽
使
用
料
等
に
対
す
る
消
費
税

相
当
額
の
加
算
に

係
る
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

…
使
用
料
等
の
額
に
消
費
税

相

当

額

を

加
算

し

、
そ

の

他

所
要

の

改
正

を

す

る
た
め

▽
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
条
例
…

松

戸

市
戸

定

歴

史

館
を

設

置

す

る

た
め

▽
松
戸
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
条
例
…
地
方

税
法
の
改
正
に
よ
る
宅
地
化

農
地
に

係
る
固
定
資
産
税
等

の
軽
減
措
置
の
新
設
等
に
伴

い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

た
め

▽
松
戸
市
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…

八
ヶ
崎
地
区
に
市
民
セ
ン

タ

ー
を
設
置
す
る
た
め

▽
松
戸
市
立
図
書
館
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…

図
書
館
分
館
を
新
設
す

る
た
め

▽
松
戸
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
…
都
市

公

園
に

係

る

占
用

料

の

額

を

改

定

す

る
た

め

▽
松
戸
市
道
路
占
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
道

路
占

用

料
の

額

を

改

定

す

る

た

め

▽
松
戸
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
…
下
水
道

使

用

料

等
の

額

を

改

定

す
る

た

め

▽
松
戸
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清

掃

に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
…
一
般
廃

参加費 無料※定員 各20 人。

相
談
の
ご
案
内

９
月
2
1日
～
1
0月
3
1日

▽
住
宅
相
談
　
毎
週
水
曜
日
午

前
1
0時
～
午
後
４
時
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

▽
税
務
相
談
　
1
0
月
1
1
日
金
午

後
１
時
～
５

時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ
ー
で

▽
登
記
相
談
　
1
0
月
1
8
日
金
午

後
１
時
～
４

時
3
0分
、
市
役
所

相
談
コ
ー
ナ
ー
で

▽
行
政
相
談
　
1
0
月
1
4
日
㈲
・

2
8日
㈲
午
後
１
時
～
３

時
、
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
・

一
般
相
談
　

毎
日
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時
（
土
曜
日
は
午

後
Ｏ

時
3
0分
ま
で
）
、
市
民
相
談

室
で

▽
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

電
話
受
け
付
け
）
　

毎
週
火
・

木
曜
日

、
1
0月
1
4日

向
・
2
8日

側
の
午
後
１
時
～
５

時
、
1
0月

７
日

㈲
午
前
９
時
～
正
午
、
市

役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

▽
発
明
相
談
　
1
0
月
９
日
㈲
午

後
１

時
～
３
時
、
市
役
所
相
談

コ
ー
ナ
ー
で

蠢
こ
こ
ま
で
は
市
民
相
談
室

▽
経
営
・
融
資
相
談
　
1
0
月
２

日

困
・
1
6日
困
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
、
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

黷

商
工
課
振
興
係

▽
労
働
相
談
　
1
0
月
７
日
向
・

2
1日
側
午
後
１

時
～
５
時
、
市

役
所
相
談
コ
ー
ナ

ー
で

※

柏
労
働
基
準
監
督
署
（｛
。
０

４
７
１
－
6
3－
0
2
4
5

番
｝
、
東
葛

飾
支
庁
商
工

労
政

課
（｛
。
6
1
－
2
1
1
5

番

｝

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

蠢

商
工
課
労
政
係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時
（
土

曜
日
は
午
後
ｏ

時
3
0分
ま
で
）
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

黙

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
芦
6
5
j

6
5
6
5

番

▽
婦
人
就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
、

内
職
相
談
室
で

黯
援
護
課
社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

９
月
2
7日
金
＝

市

役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
、
1
0月
１
日
㈹
１

○
六

実
支
所
・
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー
、

２
日
困
＝

常
盤
平
支
所
・
○
新

松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
、
３
日
困

＝

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、
７

日
興
＝
○

馬
橋
支
所
、
４
日
脂
・

1
1
日
脂
・
1
8
日
脂
・
2
5
日
脂
＝

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
い
ず

れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

※
○

印
は
心
配

ご
と
相
談
の
み
。

人
権
相
談
は
、
千
葉
地

方
法

務
局
松
戸
支
局
（
容
6
3－

６

２
７
８
番
）
で

も
行

っ
て
い

ま
す
。

憇
人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係
、

心
配

ご
と
相
談
＝

社
会
福
祉
協

議
会

一`
6
8－

0
5
0
3

番

▽
年
金
相
談
　
９
月
2
4
日
㈹
＝

矢
切
支
所
、
2
7日

脂
＝

東
部
支

所
、
1
0月
１
日

㈹
＝

常
盤
平
支

所
、
４
日
脂
＝
小

金
支
所
、
８

日
㈹
＝

小
金
原
支
所
・
1
1日
面

＝
馬
橋
支
所
、
1
5
日
吻
＝
六
実

支
所
、
1
8日
脂
＝

新
松
戸
支
所
、

2
2日

㈹
＝

矢
切
支
所
、
2
5日
脂

＝

東
部
支
所
、
い

ず
れ
も
午
前

1
0時
～
午
後
３

時

※
こ
れ
以
外
の
日
は
国
民
年
金

屎
へ

鵞

国
民

年
金
屎
適
用
係

※
相
談
は
す
べ
て

無
料
で

す
。

お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国民文化祭ちば'91
参
加
申
し

込
み

受

け
付

け
開
始

惠
1
0
月
1
0
日
㈲
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
一
枚
に
つ
き
、
希
望
の
公
演

名
・

フ

ォ

ー
ラ

ム

名

・

講
座

名

の

い

ず

れ

か

一
つ

と

、

住

所

・
氏

名
・
希
望

人

数

を

明
記

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市

松

戸

二
〇

六

〇

松

戸

市

立
図

書

館

内

・
人

形

劇

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ
ル

松

戸

市
実

行

委

員

会

事

務
局

（
｛
1
6
5－
5
1
1

5

番

｝
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な

り
ま

す

。

―
人
形
の
夢
の
国
か
ら
―

特　別　公　演

公演名 日　時 会場 内　　　容

現代人形劇

11/23(祝)

午後Ｏ時30分

～２時

市民劇
場ホー
ル 人形劇団ひとみ座

｢マウィ・チキチキ｣

伝統人形劇

11/23(祝)

午後３時

～５時30分

市民会
館ホー
ル

八王子車人形西川古柳座

｢葛の葉｣ほか

海外人形劇団

11/24(日)

午後1 時

～２時30分

テアトロ・デル・ドラゴ

劇団(イタリア)

｢ピノツキオ｣

第
1
8
回

松

戸

ま

つ

り

の

交

通

規

制

1
0
月
５
日
出
・
６
日
日
は
、
松
戸
ま
つ
り
の
た
め
、
松

戸
駅
周
辺
は
交
通
規
制
区
域
と
な
り
ま
す
の
で

、
ご
承
知

く
だ
さ
い
（
催
し
物
な
ど
は
1
0月
５
日
号
に
掲
載
）
。

時
間
＝・
午
前
９

時
3
0分
～
午
後
５

時
3
0分

圜

商
工
課
事
業
係

プ ）人形劇講座(ワークショッ人 形 劇フ ォ ーラ ム

講 座 名 期日 時　 間 会　 場 講　　 師

ｳﾚﾀﾝ 人形を

作ろう

11/2訓

午後1時30分

～5時
中部幼稚園

千葉県ｱﾏﾁｭｱ 演劇連

盟副会長 金子 豊冶氏

影絵劇を楽しも

う

影絵人形劇団みんわ座

山形 文雄氏

新しい表現の人

形劇①

午後1時3

0分～3時

銀猫商会

小川耕筰氏

新しい表現の人

形劇②

11/2佃
午後1時

～3時

婦人会館
人形劇ﾄロッコ

潟見 英明氏

親子で作る人形

中部幼稚園

人形劇団どんぶりこ

佐藤 澄子氏

おもしろ人形劇

館

童心座

大沢　 直氏

フォーラム名 日時 会場 パネリ スト

これからの人

形劇を探る

11/2詞

午後6 時30分

～8 時

市民劇場

ホ ー ル

・人形劇トロッコ

潟見 英明氏

・人形劇研究家

加藤 暁子氏

・パペットマーケット

和気 瑞江氏

・八王子車人形西川古柳座

西川 柳時氏

・人形劇団かもめ

屁村 茂治氏

・パフォーマンス銀猫商会

くらしに生か

す人形劇

11/2衄）

午後1 時

～3 時

婦人会館

ホ ー ル

・常盤平第二小学校教諭

林　 悦子氏

・古ヶ崎保育所保田

国府田園子氏

・ゆうがり学園保父

望月哲也氏

▽
（
仮
称
）
松
戸
市
立
郷
土
博

物
館
展
示
製
作
の
請
負
…
文

化
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め

▽
都
市
小
河
川
国
分
川
分
水
路

本
川
水
路
工
事
の
請
負
…
都

市
小
河
川
国
分
川
分

水
路
事

業
の

一
環
と
し
て
坂
川
の
改

修
を
図
る
た
め

▽
（
仮
称
）
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン

グ
中
金
杉
新
築
工
事
の
請

負
…
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き

低
額
所
得
高
齢
者
に
住
宅
を

供
給
す
る
た
め

契
約
の
締
結

棄
物
処
理
手

数
料
等
の
額
を

改
定
す
る
た
め

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
制
定



私たちの街をもつと住みよく
大

気
汚

染

大
気
汚

染
の
環
境
基
準
は
。

二
酸
化
硫
黄

、
一
酸
化

炭
素
、

浮
遊
粒
子

状
物
質
、
二

酸
化
窒

素
、
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の

五
つ

の
物
質
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

二
酸
化
硫
黄
、
一
酸
化

炭
素

以
外
は
、
環
境
基
準
が
、
ま
だ

達
成
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

大
気
汚

染
に
関
す
る
苦
情
の

大

部
分
は
、
焼
却
行
為
に
伴
う

ば
い
煙
に
よ
る
も
の
で
す
。

家
庭
で

、
ご
み

な
ど
を
焼
却

美しい自然は、私たちを楽しくし てくれます(江戸川で)

す
る
と
き
は
、
他
人
の

迷
惑
に

な
ら

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

水

質
汚
濁

水
質
の
環
境
基
準
は
、
人
の

健
康
を
守
る
た
め
に
望
ま
し
い

基

準
と

さ

れ
て

い

る
健

康

項

目

（
カ

ド
ミ

ウ
ム

、
シ
ア

ン

等

）
と
、

生
活

環
境

を

守

る
た

め

に

望

ま

し

い

基

準

と
し

て

定

め

ら

れ
て

い

る
生

活

環

境
項

目

（
Ｂ
Ｏ

Ｄ

等
）

の

二

つ
か

ら

成

り

立

っ
て

い

ま

す

。

健

康
項

目

に

つ
い

て

は

、
全

国

的
に

改

善

さ

れ
て

い

ま
す

が

、

生
活

環

境

項

目
に

つ

い

て

は

、

環

境
基

準

を

達
成

し

て

い

な
い

河

川

が

多

く

、

重
要

な

課
題

に

な

っ
て

い

ま

す
。

市

で

は

、

生
活

排

水

対
策

と

し

て

、
下

水
道

の

普

及

促
進

や

河

川

浄
化

施

設
の

設

置

な
ど

を

行

っ
て

い

ま
す

。

皆

さ

ん
の

家

庭
で

で

き

る

浄

化

対

策
へ

の

ご
協

力

を

お

願
い

し

ま

す
。

市
内
に
は
、
和
名
ヶ
谷
・
稔

台
、
松
飛
台
、
紙
敷

、
六
実
の

四
地
区
と
栗
山
に
局
地
的
な
汚

染
地
区
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
市
で

は
、
市
内
の
地
下

水
の
概
況
を
把
握
す
る
た
め

、

百
八
十
二
本
の
井
戸
水
の
検
査

を
行
い
ま
し

た
が
、
新
た
な
汚

染
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

汚

染
が
確
認
さ
れ
た
井
戸
を

使
用
し
て
い
る
人
た
ち
に
対
し

て

は
、
飲
料
水
と
し
て
使
う
場

合
に
は

、
煮
沸
後
に

飲
用
す
る

よ
う
指
導
し
て

い
る
ほ
か
、
有

機
塩
素
系
化
学
物
質
を
使
用
し

て

い
る
事
業
場
に
立
ち
入
り
検

査
を
行
う
な
ど
、
新
た

な
汚
染

の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

平
成
２
年
４

月
か
ら
は
、
和

名
ヶ
谷
・
稔
台
地
区
で
は
地
下

水
汲
み

揚
げ
処
理
施
設
の
運
転

が
始
ま
り
、
汚
染
物
質
の
除
去

と
、拡
散
防
止
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
松
飛
台
地
区
で
も

同
様
の
処
理
施
設
が
建
設
さ
れ

て
お
り
、
今
年
度
中
に
完
成
の

予
定
で
す
。

環
境
騒
音
の
測
定
の

結
果
、

環
境
基
準
の
達
成
は
六
二
％
で

し
た
。
ま
た
、
下

総
基
地
の
航

空
機
騒
音
は
、
基
準
値
を
下

回

つ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
苦

情
の
半
数
は
騒
音
で
し
た
。
そ

の
内
訳
は
、
商
店
・
飲
食
店
が

三
五
％
で

一
位
、
続
い
て
建
築
・

土
木
が
二
六
％
で
し
た
。

商
店
・
飲
食
店
の

苦
情
は
、

近

隣
騒

音
と

相

ま

っ
て

カ
ラ

オ
ヶ
の
苦
情
が
大
半
で
す
。

家
庭
生
活
の
近
隣
騒
音
は
、

話
し
合
い
に
よ
る
お
互
い
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
、
解
決
し
た

い
も
の
で

す
。

母
子
家
庭
な
ど
に

修
学

資
金
を

支
給
し

ま
す

母
子

家
庭
な
ど
の
児
童
が
高

等
学
校
等
に
在
学
し
て

い
て
、

満
十
八
歳
（
一
定
の
障
害
の
状

態
に

あ
る
児
童
は
二
十
歳
）
に

達
し
た
こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶

養
手
当
や
各
種
公
的
年
金
を
受

給
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

修
学
資
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
…
１
平
成
３
年
４
月
２

日

～
４

年
３

月
１

日

の

間
に
。

一

番

末
の

児
童

が
満

十

八
歳

に

達
し

た
こ

と

に
よ

り

、
今

ま
で

受
給
し
て

い
た
児
童
扶
養

手
当
や
各
種
公
的
年
金
の
受
給

資
格
が
な
く
な
り
、
支
給
を
全

く
打
ち
切
ら
れ
た
母
子
家
庭
な

ど
で

、
児
童
が
高
等
学
校
等
に

在
学
し
て
い

る
場
合
（
厚
生
年

金
な
ど
の
遺
族
年
金
受
給
者
で
、

母
親
に
受
給
資
格
が
あ
る
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
）
２
平
成
３

年
４
月
２
日
～
４

年
３
月
１
日

の
間
に
、
一
番
末
の
児
童
が

満

十
八

歳

に
達

し
た

後

、
母

子
家
庭
な
ど
に
な
り
、
児
童
扶

養
手
当
法
に
基
づ
く
受
給
要
件

に
該
当
し
、
児
童
が
高
等
学
校

振
　
　
動

振
動
苦
情
件
数
は
、
こ
こ
数

年
横
ば
い
の
状
態
で
、
大
半
が

騒
音
苦
情
と
重
な
っ
て

の
訴
え

で
す
。

市
で

は

、
建

築
の

事

前
届

け
出
の
際
に
、
低
振
動
作
業
や

防
振
対
策
と
、
付
近
住
民
に
対

し
て

の
工

事
概
要
の
説
明

を
行

う
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

蠢
公
害
課

等

に

在

学
し

て

い

る

場

合

支
給
額
…
所
得
制
限
な
ど
に

よ

り

、
一

世
帯
（
月

額

）
二

万

円

、

ま

た

は

一
万

三

千

円

支
給
期
間
…
申
請
が
あ
っ
た

月

の
翌

月

か

ら

、
そ

の

年

度

の

３

月

ま
で

必
要
書
類
…
在
学
証
明
書
・

申

請
者

名

義
の

金

融
機

関

通

帳

表

紙
の

コ

ピ

ー
ほ

か

受
付
期
間
…
児
童
が
満
十
八

歳
と

な

る

月
か

ら

平

成
４

年
２

月
2
9
日

ま
で

默

援
護

課

援
護

係

老
人
保
健
法
の

医
療
制
度
に
つ
い
て

老
人
医
療
の
対
象
者
は
、
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
①
七

十
歳
以
上
の
人
②
六
十
五
歳
以

上
七
十
歳
未
満
の

寝
た
き
り
な

ど
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
で

す
。

医
療
の
開
始
日
は

、
対
象
年

齢
に
な
っ
た
日
の
翌
月
か
ら
で

す
。
た
だ
し
、
誕
生
日

が
一
日

の
人
は
、
そ
の
日
か
ら
に

な
り

ま
す
。

「
一
日

一
円
の
保
険
」
の
市
民

交
通
傷
害
保
険
（
保
険
期
間
は

1
0月
１
日
～
４

年
９
月
3
0旦

の
受
け
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

出
張
受
け
付
け
も
行

っ
て
い

ま

す
の
で

、
ぜ
ひ

加
入
（
更
新
）の

手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

一
年
間
の
保
険
料
掛
け
捨
て

で
、
最
高
百
万
円
の

保
障
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
…
市
内
に
住

友
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人

で

市
長
の
認
定
を
受
け
た
人
。

一
ヵ
月
一
万
円
を
限
度
の
負
担

が
あ
り
ま
す
。

※
「
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未

満
の

寝
た
き
り
な
ど
一
定
の

障
害
か
お
る
人
」
・
「
入
院

時
に
お
け
る
一
部
負
担
金
の

特
例
」
に
該
当
す
る
人
は
、

申
請
が
必
要
で

す
。

ん
で
い
て

住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

。
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

保
険
料
・
上

人
一
口
に

限
り
、

年
額
三
百
六
十
円
（
中
途
加
入

は
月
割
り
三
十
円
）

※
来
春
小

学
校
に
入
学
す
る
児

童
は
、
百
八
十
円
で

す
。
申

し
込
み
の
際
に
必
ず
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い

。

匣

印
鑑
・

保
険
料
を
持
っ
て
、

安
全
課
・
市
民
課
・
各
支
所
・

出
張
受
付
会
場
で

黷

安
全
課
庶
務
係

監
査
結
果
の
公
表

〔
定

期
監
査
〕

平
成
３

年
度
の
定

期
監
査
及
び

財
政
援
助
団
体
監
査

結
果
の

概
要

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。

平
成
３

年
９
月
５

日

松

戸
市
監
査
委
員

高
田
　
　
守

原
島
　
康
廣

仲
田
　
成
作

谷
口
　
　
薫

Ｏ
監
査

対
象
機
関
＝

教
育
委
員
会

（
管
理

部
、
学
校
教
育
部
、
社

会
教
育
部
並
び
に
八
ヶ
崎
、
根

木
内

東
、
小

金
北
の

各
小
学
校

及

び
根
木
内

中
学
校
）
、
都
市

計
画

部
、
都
市
整
備
部
、
水
道

部
、
国
保
松
戸
市
立
病
院

○

監
査
対
象
事
項
＝

配
当
予
算
の

執

行
状
況

、
委
託
料
の
事
務
処

理

状
況

、
財
産
・
備
品
の
維
持

管
理

状
況

（
共
通
事
項
）
、
学

校
に

対
す
る
予
算
配
分
及
び
執

行

状
況

、
学
校
用
物
品
等
の
共

同
購
入

状
況
（
管
理

部
庶
務
課
）
、

学
校

施
設
及
び
用
地
の
維
持
管

理
状
況
（
学
校
施

設
課
）
、
使
用

料
・
保

育
料
の
収
納
状
況
、
教

職
員
及
び
児
童
生
徒
の
状
況
、

就
学
奨
励
の

処
理

状
況

、
校
外

指
導
施
設
の

運
営

状
況

（
学
務

課
）
、
児
童

・
生
徒

の
保
健
対

策
の
状
況
（
保
健
体
育
課
）
、
社

会
教
育
関
係
団
体
に

対
す
る
育

成
指
導
状
況
（
社
会
教
育
課
）
、

体

育
施

設

の

管
理

運

営

状
況

（
ス
ポ

ー
ツ

課
）
、
社
会
教

育
施

設
の
管
理
運
営
状
況
（
公
民
館
・

図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
・
青

少

年
会
館
・
婦
人
会
館
）
、
少
年
の

非
行

防

止
と

健

全

育

成
状

況

（
少
年
セ
ン

タ
士

、
備
品

（
図

書
を
含
む
）
台

帳
の

整
備
状
況
、

実
験
用
劇
毒
物
の
受
け
払
い
及

び
保

管

状
況

、
寄

付

受
入

れ

に

関
す
る
一
連
の

事
務
処
理
状

況
（
各
小
・
中

学
校
）
、
工
事
及

び
資
材
の
入

札
並
び
に
契
約
状

況
（
都
市
計
画
課
）
、
都
市
計
画

道
路
及

び
主
要

市
道
の
新
設
改

良
状
況
（
街
路
課
）
、
工
事
及
び

資
材
の
入
札
並

び
に

契
約
状
況

（
開
発
計
画
課
）
、
市
施
行
に

よ

る
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
状
況

土
地
区
画
整
理
組

合
に

対
す
る

指
導
・
助
成
状
況

（
区

画
整
理

課
）
、
市
街
地
整
備

事
業
の

進

捗
状
況
（
再

開
発
課
）
、
水
道
料

金
の

収
納
状
況
（
水
道
部
）
、
業

務
の

経
営
管
理
状
況
（
国
保
松

戸
市
立
病
院
）

○

監
査
の

期
間
＝

平
成
３

年
３

月

2
6日
～
５

月
７

日
（
教
育
委
員

会
）

、
同
年
５

月
２

日
～
５

月

2
8日
（

都
市
計
画

部
・
都
市
整

㈲
部
）

、
同

年
５

月
1
6日
～
６

月
1
3日
（

水
道
部
・

国
保
松
戸

市
立
病

院
）

○
監
査
の
結
果
＝

監
査
の
結
果
は

、

お
お
む
ね
適
切
と
認
め
ら

れ
た
。

〔
財
政
援
助
団
体

監
査
〕

○
監
査
対
象
団
体
＝

財
政
援
助

が

行
わ
れ
た
各
種
団
体
の
う
ち
、

社
会
教
育
部
社
会
教
育
課
及

び

経
済
部
商
工

課
に
係
わ
る
次
の

二
団
体

１
松
戸
市
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協
議
会

２
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
相
談
事
業

（
松
戸
雇
用
協
議
会

）

○
監
査
対
象
事
項
＝

補

助
事
業

が

補
助
目
的
に
沿
っ
て
適
切
に
執

行
さ
れ
て
い

る
か
。
補

助
事
業

に

係
わ
る
経
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い

る
か
。
事
業
目
的
に
沿

っ
て

効
率
的
に

運
営
さ
れ
て
い

る
か
。
以
上
の

事
項
を
重
点
に

監
査
を

実
施

○
監
査
の
期
間
＝
平
成
３
年
５
月

1
6日
～
６
月
７
日

○
補
助
目
的

・
効
果

松
戸
市
ス

カ
ウ
ト

連
絡
協
議
会

‥Ｈ
同
会
は

、
松
戸

市
内
の

ボ
ー

イ
ス
カ

ウ
ト
団
と

ガ
ー
ル

ス
カ

ウ
ト
団
相
互
の

連
携
を

推
進
し

、

両
団
の
隆
盛
を
図

る
こ
と
に

よ

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

資

す

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
ま

た
、
同
会
へ
の
補
助
は
、

市
内

に

お
け
る
ス
カ

ウ
ト
運
動
の

育

成
に
要
す
る
費
用
と
し
て

、
有

効
に

利
用

さ
れ
、
十
分
効
果
を

あ
げ
て
い

る
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
相
談
事
業
＝

松
戸
公
共

職
業
安
定
所
管
内
の

パ
ー
ト

タ
イ
ム
求
人
・
求
職
に

増
大

が
見
ら

れ
る
こ

と
か
ら
、

情
報
提
供

、
職
業
相
談
・
紹
介

な
ど

を
行
い

、
地
域
の

パ
ー
ト

タ
イ
ム
雇
用
の
適
正
な

運
用

・

促
進
を
図

る
こ
と

を
目
的
と
す

る
。
ま
た
、
同
事

業
へ
の

補
助

は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
の
適

正
な

運
用

・
促
進
の

た
め
の
求

人
・
求

職
の

受
理
及
び
開
拓
な

と
に
要
す

る
費
用
と
し
て

有
効

に
利
用

さ
れ

、
十
分
効
果
を
あ

げ
て
い

る
。

○
監
査
の
結
果
…
収
支
の
会
計
経

理
に
係
わ

る
事
務
処
理
及
び
帳

簿
並
び
に
証
拠
書
類
等
は

、
お

お
む
ね
適
切
で

、
補

助
目
的
に

沿
い
運
営
さ
れ
て
い

る
も
の

と

認
め
ら

れ
た
。

な
お
、
監
査
委
員
の
原

島
康

廣
は
、
都
市
整
備
部

開
発

計
画

課
の

定
期
監
査
に
つ
い
て
は

、

地
方
自

治
法
第
一
九
九
条
の
二

の
規
定
に

基
づ
き
除
斥
し

、
監

査

を
執

行
し

た
。

記

市
民
交
通
傷
害
保
険
の

予
約
受
け
付
け
中

一
部
負
担
金

入
院
時
で
の

一
部
負
担
金
の
特
例

外
来
・
一
つ
の
医
療
機
関
（
総

合
病
院
は
診
療
科
ご
と
）
で
、

月
の
最
初
の
診
療
日
に
八
百
円

入

院
・
二

日
に
つ
き
四
百
円
。

た
だ
し
、
保
険
給
付
対
象
外
(
室

料
差
額
な
ど
）
は
、
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は

、
一

部
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
長
の

認
定
を
受
け
た
人
。
二
ヵ
月
を

限
度
と
し
て
一
日
三
百
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
②
人
工
透
析

を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
血

医
療
費
の
支
給

次
の

よ

う

な

場

合

、
医

療

費

を

支
払

っ
た

後

、
そ

の

一

部

ま

た

は
全

額

が

支

給

さ
れ

ま

す

。

①
緊

急

な

ど

や

む
を

得

な

い

事

情
で

、

医

療

保

険

証
・

健

康

手

帳

・
医

療

受

給

者

証
を

持

た

ず
に

治

療

を

受
け

た
場

合

②

付

添

看
護

料

（
基

準

看

護

病

院

を

除
く
）
③
コ
ル
セ
ッ
卜
な
ど
の

治

療
用

装

具

代

④
あ

ん

ま

・

マ

ッ

サ

ー
ジ

・

は
り

・
き

ゅ
う
の

施

術
費

⑤
移

送
の

費

用

⑥

生

血

の

費
用

申
請
に
必
要
な
も
の
…
医
療

保

険
証

・

健

康
手

帳

・

医

療

受

給

者
証

・

医

師
の

証
明

書

・

支

払
い

の

領

収

書

・
印

鑑

圜

老

人

保

健

課

騒
　
　
音

地

下

水

環境白書



音
楽

の
広

場
（
合
唱

講
座

）

９
月
2
4
日
㈹
午
後
１
時
3
0
分

～
３
時
3
0分
　

会
場
市
民
会
館

音
楽
室
　

費

用

テ

キ
ス

ト
代

二
千
七
百
円

頽

社
会
教
育
課
市
民
文
化

係

新
松
戸
郷
土
資
料
館
公
開
講
座

９
月
2
8日

出
午
後
２

時
～
４

時
　

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ

ー
三
階
　
内
容
現
代
「
米
」
事
情

講
師
早
稲
田
大
学
教
授
・
堀
口

健
治
氏
　

費
用
無
料
　
定
員
先

着
三
十
人

圃
電
話
で
鄒
新
松
戸
郷
土
資
料

館｛
1
4
4－
1
9
0
9

番
へ

煎

茶
道

短

期
講
習

会

1
0月
２
日
・
９
日
・
1
6日
の

各
水
曜
日

、
午
後
１

時
～
３
時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
四
千
円

圏
小
金
原
煎
茶
サ

ー
ク
ル
・
藤

沢｛
1
8
4－
1
1
6
8

番

水
墨
・

墨

彩
画

初
心

者
教

室

1
0月
６
日
～
2
7日
の
毎
週
日

曜
日
、
午
前
1
0聘
～
正
午

会
場

矢
叨
公
民
館
　

費
用
三
千
円

定

員
十
五
人
　

講
師
石
井
白
藤

氏蠢
白
藤
会
・
小
島
四
6
2－
5
4

4
8
番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

郷
土
歴

史
講
座

「
古
文
書

に

親
し
む
―
江
戸
時
代
を
知
ろ

う
―
」
９
月
2
5
日
～
1
1
月
2
7
日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
前
1
0時
3
0分
～

正

午
　
会
場
文
化

ホ
ー
ル
　

内

容
か
な
、
漢
字
の
く
ず
し
字
を

学
び
な
が
ら
古
文
書
の
解
読
方

法
を
知
り
、
江
戸
時
代
の
生
活

を
考
え
る
　

講
師
元
筑
波
大
学

教
授
・
渡
辺
一
郎
氏

圃
電
話
で
文
化
ホ
ー
ル

鴛

に－

7
8
1
0

番
へ

県

民

政

治

大

学

1
0月
2
1
日

㈲

・
2
3
日

南
・
2
8

日

興

・
3
0
日

南

行

月
５

日

㈹

、

午

後
１

時
か

ら
　

会

場
Ｊ

Ｒ

千

葉

駅

ビ
ル
　

費

用

無

料

惠
９
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
か

市

選

挙

管
理

委

員

会
に

あ

る
申

込
用

紙
に

、
住

所

・

氏

名

・
年

齢

・

性
別

・
職

業

を

記
入

し

て

、
】ｙ
2
8
0千

葉

市
市

場

町

一

上

県

庁

地
方

課

内

県
選

挙
管

理

委

員

会

（
｛
1
0
4
7
2

－
2
3

1
2
1
4
3

番
｝

へ

講
座
・
講
演

国

民

年

金

生

き

が

い

講

座

1
1
1
1
1
1

月
2
6
日

㈹

午

後
１

時

～
2
7

日

出

午
後

２

時

（

一
泊

二

日

）

会

場
国

民

年

金

保

養
セ

ン

タ

ー

「
そ
と

ぼ
う

」
（
夷
隅

郡

岬

町

）

費

用
六

千

円

（

宿

泊
代

と

二

日

目

の
昼

食
代

を

含

む

）
　

内

容

年

金

、

教
養

、

健

康

、
趣

味

の

各

講

座
と

健

康

・

年

金
相

談

定

員

先

着
八

十

人

圃
1
0
月
3
1
日

閑

ま
で

に

、

電

話

で

膕

千
葉

県
国

民

年
金

福

祉

協

会

（
県

社

会
部

国

民

年
金

課

内

｛
1
0
4
7
2

－
2
3
－

２

３

８

う乙

言

へ
人口と世帯 （９月1日現在）

(
)
は
前
月
比

Ｏ人口　458,782人　　（一61）

男　233,432人　　（－46）

女　225,350 人　　 （－15 ）

Ｏ世帯　164,489　　　 （＋99 ）

千

葉
県

消
費

者
大

学

コ
ー
ス
①
健
康
な
く
ら
し

②

食
生
活
　

期
間
①
1
0月
1
5日
か

ら
の
毎
週
火
曜
日

②
1
0月
1
8日

か
ら
の
毎
週
金
曜
日
（
各
五
日

間
）の
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0

分
　

会
場
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
京
葉
線
南
船
橋
駅
下
車
）

費

用
無
料

定
員

先
着
各
二
百

人

圉
開
始
日

の
一
週
間
前
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
コ
ー
ス
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て

、
〒
2
7
3
船

橋
市
高
瀬
町
六
六
－

一
八
千
葉

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（｛
1
0
4

7
4
－
3
1－
3
8
1
1

番

｝
へ

中
国

気

功
健

康
法

講
習

会

９
月
3
0日

㈲
午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
勤
労
会
館
　

講
師
千

葉
県
社
会
体
育
公
認
指
導
員
・

中
山
勝
義
氏
　

定
員
先
着
三
十

人
　

費
用
無
料
　

持
ち
物
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
靴
と
服
装
で

惠
電
話
で

健
康
管
理
課
小
金
方

面
保
健
室
へ

こ
の

本
だ

い
す

き
読
書

会

９

月
2
6日

、
1
0月
2
4日

、
1
1
1
1

月
1
4日
の
各
木
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
正
午
　

会
場
馬
橋
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
三
百
円
　

講
師

東
京
学
芸
大
学
講
師
・
小
松
崎

進
氏

惠
電
話
で
こ
の

本
だ
い
す
き
馬

橋
・
滝
豐

。
4
4
－
5
4
3
3

番
へ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

専
門

養
成

講

座

（
日
赤

ね
た

き
り

老
人

介

護
教

室
）

1
0月
1
5日

㈹
午
前
1
0時
5
0分

～
午
後
４
時
　

会
場
東
葛
飾
合

同
庁
舎
六
階
第
一
会
議
室
　
内

容
講
演
・
実
演
「
老
人
問
題
の

現
状
」

「
ね
た
き
り
老
人
の
看

護
の
心
得
」
　

定
員
先
着
百
人

費
用
無
料
（
昼
食
は
主
催
者
が

用
意
）

匣
1
0月
９
日
用
ま
で
に
、電
話
で

東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
四
6
1

j
2
1
1
4

内
線
１
５
５

番
へ

矢
切
公
民
館
健
康
講
座
「
老
い
と
健
康

日　 時 内　 容 講　 師

10/8㈲

午

前

10

時

～正

午

老いることとは
市立病院診療局長

大島仁士
15咄

心とからだの

．　　　 健康

23竭 成人病の全体像
i 立病院検査科郡長

松島 保久

29咄
食生活のあり方

①

健康管理課管理栄

養士 広畑雅子

11/5関
健やかな
老いのために

保健衛生部技監

山下 道隆

12㈲
長寿を支える

もの

おせわ課長

橋本かつ子

19勅
食生活のあり方

'②

市立病院管理栄

養士 長田正明

26㈲ 健康づくり
健康管理課総婦長

加藤まち子

12/3 ㈲
先生を交えての話

し合い 質疑応答 -

費
用
無
料

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

、
〒

2
7
1
松

戸
市
上
矢
切
二
九
九
丿
一

矢
切
公
民
館
（
｛
1
6
8－
1
2
1

4
番
｝
へ

催

し

物

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

「

た

か

ら

市

」

出

品

者

募

集

開

催
日
1
0
月
2
0
日

㈲
　

会

場

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー

駐
車

場

出
品

資

格
二

十

歳
以

上

の

個
人

ま
た

は

団

体

・
先

着

五
十

組

（
営

利

を

目
的

と

し

な
い

こ

と
）

惠
1
0
月
1
1
日
㈲
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
団
体

は
代

表

者

名

と
人

数

）
・
住

所
・

電

話
番

号
（
昼

間
の

連
絡

先
）
・

出
品

予

定

品
目

・

車
の

使

用

台

数
を

記
入

し

て

、

干
2
7
1松

戸

市

根
本

三

八
七
－

五

松

戸

市
役

所

消

費

生

活

課
へ

「
本
間

祥
公

モ
ダ

ン
バ

レ
エ

の

世
界
」

公
演

①
９
月
2
8日
出

②
2
9日
面

、

①
午
後
６

時
②
午
後
２

時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
三
千
五

百
円
（
チ
ヶ
ッ
卜
は
、
社
会
教

育
課
内
松
戸
文
化
振
興
財
団
で

販

売
）

鵞
松
戸
文
化

振
興
財
団
｀
6
4－

9
1
9
1

番

小

金
原
老

人

福
祉

セ
ン

タ

ー

ク

ラ
ブ

合
同

展
覧

会

９

月
2
8日
出
～
3
0日
㈲
、
午

前
９

時
～

午
後
５

時
　

会
場
小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
墨

絵
、
俳
句
、
華
道
、
編
み
物

顔
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

｛
拡
一－
8
2
7
0

番

ち

い

さ

な

ち

い

さ

な

音

楽

会

フ

ァ

ン

タ

ス

テ

ィ

ッ

ク

オ

ペ

ラ

「
魔

笛

」

９

月
2
8
日

出
午

後
４

時

開

場
、

４

時
3
0
分

開

演
　

会

場

市
民

会

館
　

費

用

指

定

席
＝

大
人

・
子

供
二

千

五

百
円

（
当

日

二

千
八

百
円

）

、

自

由
席

＝

一

般

・

大

学

生
二

千

円
（

同
二

言

二
百

円

）
、

高
校
生
け
下
手
五
百
円
（
同
千

八
百

円

）
　

出

演

者
小

宮

順

子

、

河

野

正

幸

、

水
野

賢

司
氏

ほ

か

蠢

大
沢

四
6
7－
1
7
9
8

番

ひ

ま

わ

り

号
1
0
周

年

記

念

行

事

・

東

京

祭

典

1
1
月
３
日
㈲
　
会
場
東
京
ベ

イ
Ｎ

Ｋ

ホ

ー
ル
（
浦

安

市
舞

浜

）

費
用

大
人

二

千

五

百

円

、
学

生

二

千

二

百
円

、
小

学

生
千

八

百

円
（
弁

当

、
傷

害

保

険

を

含
む

）

内

容

舞

台
＝

ひ

ま

わ

り
号

十

年

の

あ

ゆ
み

な
ど

、

ホ

ー
ル

＝

共

同
作

業

所

物

産
市

、

著

名
人

チ

ャ
リ

テ

ィ

ー

バ

ザ
ー

な
ど

惠
９
月
3
0
日
側
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で

〒
2
7
0
－
0
1
流

山

市
下

花

輪

四

〇

九

東
葛

病

院

内
ひ

ま

わ

り

号

を

走
ら

せ

る
ち

ぱ

実
行

委

員

会
・

奥

村

（
｛
1
0
4
7
3

－
4
6

－
9
4
8
9

番

｝

へ

ス
ポ
ー
ツ

松

戸

市

家

庭

婦

人

秋

季

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

1
1
月
1
0
日
面
〔
予
備
月
1
1
月

1
7日

凹

午

前
８

時
3
0
分
か

ら

会

場

聖

徳

大

学

附

属

高
等

学
校

グ

ラ

ウ
ン

ド
　

対

象

市
内

在

住

の

家
庭

婦
人
　

費

用

一
チ

ー
ム

三

千
円

惠

９

月
2
8
日

出
午

後
２

時
か
ら

運
動

公

園

会

議
室
で

の
代

表

者

会

議
で

受
け

付

け

甕

藤

沢

｀
飢
－
5
2
3
6

番

松
戸

市
家

庭

婦
人
ソ

フ
ト

ボ

ー
ル
連
盟

・
東

京

電
力
杯

争

奪
大

会

1
0月
2
7日
面
午
前
８
時
3
0分

か
ら
　

会
場
聖
徳
大

学
附
属
高

等
学
校

グ
ラ
ウ
ン

ド
　
対
象
市

内
在

住
の
高
校
生
以
上
の
女
子

匣
９

月
2
8日
出
午
後
２

時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
の
代
表
者

会
議
で
受
け
付
け

默
藤
沢

｀
9
1－
5
2
3
6

番

矢

切
公

民
館

サ
ロ

ン
コ

ン
サ

ー
ト1

0月
５
日
出

午
後
Ｏ

時
1
5分

～
Ｏ
時
4
5分
　

会
場
総
合
福
祉

会
館
一
階
ロ
ビ
ー
　
出
演
松
戸

民
謡
サ
ー
ク
ル
　

内
容
白
浜
音

頭
ほ
か
　

費
用
無
料

麿
矢
切
公
民
館
四
6
8－
1
2
1

4
番

太
極
拳
教

室

1
0月
1
2日
～
1
2月
2
1日
の
毎

週
土
曜
日

、
午
後
７

時
～
９
時

会
場
運
動
公
園
小
体
育
室
　

対

象
一
般
市
民
　
費
用
無
料
　

定

員
先
着
四

十
人

圃
９
月
2
4日

㈹
か
ら
、
電
話
で

ス

ポ
ー
ツ
課
容
6
3－
9
2
4
1

番
へ

「
守
ろ
う
よ

緑

み
ど
り

ミ
ド
リ
」

松
戸
市
消
費
生
活
展
を
開
催

松
戸
市
消
費
生

活
展

が
、
１０
月
３
日
困

～
８
日

図

の

間

、
開

催
さ

れ
ま

す

。

今
回

は
、

年
々

深
刻

化
す

る
地

球
環

境

問
題

の
中

か

ら
、
「
緑

」
を

テ
ー
マ

に

取

り
上

げ
ま

し
た

。

実
演

や
プ
レ

ゼ
ン

ト

な
ど

の
企

画
を

用

意
し

て
、

皆

さ
ん
の

ご
来

場
を

お
待

ち

し
て

い
ま

す

。

年
間
千
百
三
十
万
㌶
本
州
の
約
半
分

に
当
た
る
こ
の
数
字
は
、
世
界
で

一
年
間

に
失
わ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
熱
帯

林

の
面
積
で
す
。

も
し

、
こ
の
ま
ま

緑
が
減
り
続
け
て
い

く
と
し
た
ら
…
。

緑
を
守
る
た
め
に

、
私

た
ち
に
何
が
で

き
る
か

、
展
示
を
通
じ
て

皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時
…
1
0
月
３
日
困
～
８
日
㈹
、
午
前

1
0時
～
午
後
７

時
（
８
日
は
午
後
３

時
ま

で
）会

場
…
伊
勢
丹
松
戸
店
六
階
ア
ー
ト
ホ

ー
ル費

用
…
無
料

茴

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

昨年 の消費生活展

Ｏ
森
は
泣
い
て
い
る
…
今
、
世
界
各

地

の

森
に

何
か

起

き
て

い

る
の

か

。

無

制

限

な

開

発
や

酸

性
雨

の

影

響

で

失

わ

れ
て

い

く

森
の

叫

び
を

お

届

け

し

ま

す

。

Ｏ
紙
は
よ
み
が
え
る
…
私
た
ち
の
消

費

し

た

紙
は

、
ま

た

紙
に

生

ま

れ

変
わ

る
こ

と

が
で

き

ま
す

。

古

紙

の

リ

サ

イ

ク
ル
で

、

森
林

資

源

の

有
効
利
用
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
牛
乳
パ
ッ
ク
は
う
っ
た
え
る
…
全

国
的
に
盛
ん
に
な
っ
た
牛
乳
パ
ッ

ク
の

回

収

。
松

戸

市
の

状

況

や

メ

ー

カ
ー
の

対

応

は

ど

う
な

っ
て

い

る

の
で

し

ょ
う

か

。

Ｏ
だ
が
や
す
緑
…
身
近
な
緑
の
中
で
、

農

地

も

貴

重
な

存

在
で

す

。

都

市

化

の

進
展

と

上

手

に
共

存

し
て

い

く

農

業
の

あ

り

方

を

探
り

ま

す

。

Ｏ
実
演
コ
ー
ナ
ー
…
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使

っ
て

手

す

き

の

紙

を
作

り

ま

す
。

自
分
特
製
の
ハ
ガ
キ
や
名
剌
に
ぜ

ひ

ど

う

ぞ
。

Ｏ
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
…
地
球
を

モ

チ

ー
フ

に

し
た

ジ

グ
ソ

ー

パ

ズ

ル
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
環
境
を

考
え
る
い
ろ
い
ろ
な
グ
ッ
ズ
を
抽

選
で

プ
レ

ゼ
ン

ト

。

くらし

のメモ

※
消
費
生
活
展
の
企
画
運
営
は
、
松

戸

市
消

費
生
活

展

実
行
委

員

会

（
松
戸
市
消
費
者
の
会
・
松
戸
市

婦
人
団
体
連
絡
会
・
松
戸
市
農
業

協
同
組
合
婦
人
部
・
東
葛
市
民
生

活
協
同
組
合
・
松
戸
市
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
)
が
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
展
示



情報
ナ

ー
ス

バ
ン
ク

に

登
録

を

県
で

は
、
不
足
し
て
い
る
看

護
職
員
（
保
健
婦
・
助
産
婦
・

看
護
婦
・
准
看
護
婦
）
を
確
保

す
る
た
め
、
未
就
業
看
護
職
員

の
就
業
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

看
護
婦
な
ど
の
免
許
を
持
っ

て

い
る
人
で
、
一
年
以
内
に
就

業
す
る
意
思
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ

登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

潜
在
看
護
婦
講
習
会

会　　 場 期　 日 時間 講 習 内 容

船橋市立医療

センタ ー

9/30 囮）

～10/4 愬

午前1
0時～
午後3
時30
分

●看護の動向、ケ

アの実際ほ か

(３日 間)

●病院見学実習

(２日間)

曷南病院( 浦安市)
10/14(月)

～18圀

松 戸 市 立 病 院
10/28(月)

～11/1 刪

対

象
未
就
業

看
護
職
員
（
保

健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
・
准

看
護
婦
）
　

費
用
無
料

圉

電
話
で
千

葉
ナ
ー
ス

バ
ン

ク

｛
1
0
4
7
2
－
4
7－
6
3
7
1

番
へ

お
知
ら
せ

危

険
物

取
扱
者

試
験

1
2
月
１
日
㈲
　
会
場
日
本
大

学
理
工
学
部
（
船
橋
市
習
志
野

台
）
　

試
験
科
目
甲
種
・
乙

種

全
類
・
丙

種
　
受
付
期
間
1
0月

１

日
㈹
～
４
日
廊

圜
松
戸
市
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局
（
市
消
防
局
内

）｛
1
6
3
1

1
1
1
1

内
線
り乙
０
７
番

ま

つ

ど

街

と

水

辺

の

緑

化

基

金

の

標

語

を

募

集

対

象
市

内

在

住
の

人

圃
1
0
月
1
8
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五

松

戸

市

役

所
内

鯑

ま
つ

ど

街
と

水

辺
の

緑
化

基

金
へ

平

成

４

年

度

県

立

高

等

技

術

専

門

校

生

徒

募

集

資
格
①
中
学
校
②
高
校
卒
業

以

上
の
人
（
卒

業
見
込

み
を

含
む
）

募

集

期

間

①
４

年
１

月
1
6
日
閑

～
3
1
日

廁

②
1
0
月
1
4
日

囲

～
3
1

日

出
　

選
考

日

①
４

年
２

月
1
3

日

閑

畳
1
1
1
1

一
月

７

日

出

圜

県

商
工

労

働

部

職
業

能

力

開

発

課
・
1
0
4
7
2

よ

Ｊ
－
2
7

5
0

番

サ

ー

ク

ル

松
戸
レ
デ
ィ
ス
ギ
タ
ー
愛
好
会

毎
週
木

曜
日

、
午
前
1
0時
～

正

午
　
会
場
市
民
会
館
　

対
象

初
心
者
の
女
性
　

費
用
月
二
千

六
百
円
（
入

会
金
五
百
円
）

黯
佐
藤

｀
4
3－
8
0
8
5

番

松
戸
コ
ト

バ
の
会
（
文
章
教
室
）

毎
月
第
二
木
曜
日

、
午
前
1
0

時
～
午
後
１

時
　

会
場
婦
人
会

館
　
費
用
月
五
百
円

（
入
会
金

千
円
）

蠢
大
越

四
6
3－
0
0
8
5

番

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）

①
９
月
2
1
日

出

②
3
0
日

㈲

、

①
午

前
1
1
時
～

午

後
１

時

②
午

後

７

時

～
９

時
　

会

場

常
盤

平

体

育

館
　

対

象
一

般

男
女
　

会

費
月

五
百

円

（
入

会

金
千

円

）

蠢

成

田

｀
9
1－

2
8
7
6

番

小
金

ペ
ン

習
字

サ

ー
ク
ル

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

、

午
後
７

時
～
９

時
　
会
場
小
金

市
民
セ
ン
タ
ー
　

費
用
月
千
五

百
円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

蠢
円
山
四
4
1－
4
4
1
4

番

松
戸

リ

ト
ル

シ
ニ

ア
野

球
協

会
（
硬

式
）

毎
週
日

曜
日
・
祭
日

、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
　

会
場
藤
ヶ

谷
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
対
象
中
学
生

費
用
月
五
千
円
（
入

会
金
五
千

円
）

蠢
植
田

鴛
一－
3
6
5
2

番

野
菊

野
会

ダ
ン

ス

サ
ー
ク

ル

毎
週
日
曜
日

、
午
後
７

時
～

９

時
　

会
場
矢
切
公
民
館
　

費

用
月
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

蠢
倉
川

｀
6
1－
3
2
8
0

番

保
健
衛
生

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

・

Ｂ
ｃ

Ｇ

予

防

接

種

日

時

①
ツ

ベ
ル

ク
リ

ン
反

応

検
査
＝
1
0
月
９

日

圉

、
②

判

定
・

Ｂ
ｃ

Ｇ

接

種
＝
1
1
日

脂

午

後
１

時
1
5
分

～

２

時
3
0
分
　

会

場

明

市
民

セ

ン

タ

ー
　

対

象
Ｂ
ｃ

Ｇ

接

種
当

日
四

歳
未

満

で

Ｂ
ｃ

Ｇ

を

一
度

も

受
け

て

い

な

い
人

。

特
に

、

平

成
３

年
1
0
月
1
1
1
1

一
日

ま

で

に

四

歳
に

な

る
人

は

今

回

が

最

後

で

す

。
忘

れ

ず
に

申
し

込

ん

で

く

だ

さ
い

。

平

成
３

年
４

月

１

日
～

９

月
3
0
日

生
ま

れ

の

人

に

は

、
４

年

１
月

上

旬

に

通

知

し

ま
す

。

※
以
前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
を
利
用
し
て

受
け
て

く
だ
さ
い
。

惠
９
月
3
0
日
側
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
次
の
要
領
で
記
入
し
て
、〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五
松

戸
市
役
所
保
健
衛
生
課
ツ
反
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
係
へ

松
柏

吟
道

会

毎
週
水
・
木

曜
日
、
午
後
６

時
3
0分
～
８

時
3
0分
　

会
揚
稔

台
駅
前
ビ
ル
ニ

階
　
費
用
月
三

千
七
百
円

（
入
会
金
千
円
）

蠢
稲
本
四
6
2－
9
7
0
8

番

松

戸
話

し
方

友
の

会

毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
、

午
後
６

時
4
5分
～
８

時
5
0分

会
場
市
民
会
館
　

費
用
月
五
百

円
（
入
会
金
千
円
）

蠢
小
林
四
8
6－
3
7
1
0

番

に

い
は

お
ク
ラ

ブ
（
中

国
語

）

毎
週
土
曜
日
、
午
前
1
0時
～

正
午
　

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
二
千
円
）

蠢
上
遠
野
四
8
4－
5
3
5
9

番

彩

版
画

グ

ル

ー
プ

毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
～

３

時
　

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
三
千
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

憇
大
井
四
6
3－
3
1
8
5

番

愛 の 献 血

さ
つ
き

会
（
健

康
体

操
）

毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
１

時
～
２
時
3
0分
　

会
揚
運
動
公

園
小
体
育
室
　
対

象
家
庭
婦
人

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
)

蠢
佐
藤

公
6
8－
0
3
5
0

番

さ

く

ら

会
（

健

康

体

操

）

毎
週

火

・
木

曜

日

、

午
前

９

時
2
0
分
～
1
1
時
　
会
場
常
盤
平

体

育

館
小

体

育

室
　

対

象

家

庭

婦

人

費

用

月

千
五

百

円

（

入

会

金
二

千

巴

題

大
内
四
8
7－
1
9
5
1

番

市

立

病

院

・

形

成

外

科

外

来

休

診

の

お

知

ら

せ

1
0月

５

日

出
は

医

師
の

学

会

出

席
の

た

め

休

診

さ
せ

て

い

た

だ

き
ま

す

。

蠢

市

立
病

院

形

成
外

科

外

来

四

6
3－

ｎ
／？
１
７
１

内

線
１
１

４
［
Ｄ

番

10/4
圃

26
困

9/22
(日)

期日

馬橋駅

東　 口

五香公会

堂

ダイエー

新松戸店

前

会

場

午前9時30分

～11時30分

と

午後0時30分～3時30分

午前

９時30分

～11時

午前10時

～

午後４時

時

間

松戸北口

ータリー

クラブ

健康づく

りグルー

プ「楽健」

松戸東ラ

イオンズ

グラフ

主

催

婚

前

・

新

婚

学

級

時
間
午
後
6
時
3
0
分
～
８
時

3
0分
　
会
場
勤
労
会
館
　
対

象

未
婚
ま
た
は
新
婚
の
男
女

二

人
で

も
可

）

暦健康管理課業務係

匣
９
月
2
7日

窗
ま
で

に
、
電

話

で

健
康
管
理
課
常
盤
平
方
面
保

健
室

一`
8
4－
1
3
3
3

番
へ

蠢
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

1
0
/

1
4

月 1
0

/
7

月 9
/

3
0

月 期

日

幸
せ
な
家
庭
設
計
の
た
め
に

※
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

気
が
つ
い
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る

‘
妊
娠
・
出
産
の
心
得

医
師
・
堀
口

雅
子
氏

※
血
液
検
査
（
貧
血
・
梅
毒
・
風
し
ん
抗
体
価
な
ど
）
を
有
料

で
実
施

結
婚
っ
て
親
に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

干
葉
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
・
時
田

光
人
氏

※
血
圧
測
定
・
尿
検
査
を
無
料
で
実
施

内
　
　
　
　
　
　

容

譲
り
ま
す

【
家

具

】
◆
押

し

入

れ
用

衣

装

箱

三

個

無
料

◆

製
図

台

無

料

◆

ダ

イ

ニ
ン

グ

用
い

す

四

脚

三

千

円

【
電

気

製

品
】
◆

乾
燥

機

（

台

付

き

）
五

千

円

◆
蛍

光

灯

二

十

ワ

ッ

ト
二

本
二

百

円

【
子

供
用

品

】
◆

ペ

ビ

ー
カ

ー

Ａ
型

千

五

百

円

・
Ｂ

型

六

千

円
◆

自

転

車

前

用

補
助

い

す

五

百

円

◆
自

動

車
用

補

助

シ

ー
ト

ベ
ル
ト
二
千
円
・

ベ
ビ
ー

バ
ス
五
百
円
・

ベ
ビ
ー
ス

ケ
ー

ル
無
料
◆

子
供
用
い
す
二
千
円

【
ス

ポ
ー

ツ

・

楽
器

】
◆

電
子

ピ
ア

ノ

無

料
◆

電

気

オ
ル

ガ

ン
無

料

◆

キ

ー

ボ
ー

ド
三

千

円
◆
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ

ニ
カ

四

千
円

◆

女

性

用

ゴ
ル

フ
セ
ッ
ト
一
万
円

【
日

用

雑
貨

】
◆

ぶ

ら
卞

が

り

健

康

器

無
料

◆

五

月
人
形

白

馬
（
ケ
ー
ス
入
り
）
二
千
円
◆

不用品情報

放
浪

記
（
全
四

巻

）
三

千
円

◆

か

ら

し

色

ウ

ー
ル

地

着
分

三

千

円

◆

木

製
針

箱

三
千

円

◆

惠
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格

・
住

所

・

氏

名

・
電

話

番

号
（

昼

間
）
を

明

記
し

て

、
９

月
2
4
日

㈹
〔
当
日

消
印

有

効

〕

ま
で

に

、

〒

詞
松

戸

市

根

本

三

八
七
－

五

松

戸

市

役
所

消

費

生
活

課

消

費

生
活

係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し

、
当

選

者
に

電
話

連

絡
し

ま

す

。

紹

介

後
は

自

主

交
渉

に

な

り

ま

す
。

○

次
回
掲
載
分

の

申
し

込
み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

電
話
で
９
月
2
4
日
㈹
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
価

格
は
一
万
円
ま
で
で

す
。
原

則
と
し
て
衣
料
品
、
食
料
品
、

自
転
車
は
扱
い
ま
せ

ん
。

黷
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

ダ
ン
ス
用
靴
三
千
円
◆
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ

無
料
◆
碁
の

セ
ッ
卜
二
千
円
◆
裸
の
大
将

麻
し

ん
予

防
接

種

対
象
生
後
十
二
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満
の
幼
児
　
申
し
込

み
が
必
要
な
人
麻
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い

な
い
人
で

、

問
診
票

を
持
っ
て
い
な
い
人

申
し
込
ま
な
く
て
よ
い
人
平
成

２
年
６
月
1
日
～
９
月
3
0
日
生

ま
れ
の
人
（
1
0月
上
旬
に
直
接

問
診
票
を

送
り
ま
す
）

Ｍ

Ｍ
Ｒ
（

麻
し
ん
・
お

た
ふ

く

か

ぜ
・
風

し

ん

ご

お
た

ふ

く

か

ぜ
予

防
接

種
（

希
望

接
種

）

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満
の

幼
児
　

申
し

込

み
が
必
要
な
人
Ｍ
Ｍ
Ｒ
＝

麻
し

ん
未
接
種
者
で

、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
接

種
を
希
望
し
、
問
診
票
を
持
っ

て
い
な
い
人
、
お
た
ふ
く
か

ぜ

＝

麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け

た
人
で

お
た
ふ
く
か
ぜ
の

単
独

接
種
を
希
望
し

、
問
診
票
を
持

っ
て
い
な
い
人

※
以
前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
問
診
票
の
改
正
に
よ
り

保
護
者
の
押
印
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
印
鑑

を
持

参
し
て
委
託
医
療
機
関
で
、

新
し
い
問
診
票
と
差
し
替
え

て

く
だ
さ
い
。

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か

っ
た

こ
と
の
あ
る
人
や
感
染
の
疑

い
の

あ
る
人
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の

予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

ハガキ申し込み要領黯
保
健
衛
生
課
予

防
衛
生
係

市役所・支所
連絡先

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

◆ 夜 間 急 病 診 療 所( 毎 日)

午後8時～11時衛生会館内

… … … …… 容68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレ ホンサービス……………………容66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………昔65-3430 番

。
1
0月
１

日

㈹
～

７
日

圓

は
。

／

全

国
労

働
衛

生
週

間

乂

ご参加ください

鎌
倉
彫
三
段
引
き
出
し
三
千

円
二
点

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
要
領



ダ・カーポ

昨年も好評だった「松戸市平和コンサ

ート 」が、８月21日（水）に市民会館で開か

れました。

今年は、ダ ・カーポを迎えて、常盤平

第三小学校、第五中学校の児童・生徒と

のジョイント ・コーラスも行われ、会場

いっぱいにつめかけた親子の皆さんは、

すてきなハーモニーに耳を傾けていまし

た。

真剣そのもの

総合防災訓練スナップ ショット

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身近な出来 事など)

をお寄せ下さい。採用の万に

は記念品を差し 上げ ます。匸広報課

年
記
念
講
演
会

利 根川 治水.百

はしご車による救出訓練

９月１日日の防災の日、六実中央公園をメー

ン会場に、総合防災訓練が行われました。

電気やガスの茴日、ウォーターパック車によ

る給水、起震車による地震体験など、被害を想

定した実践的な訓練に、大勢の参加者が真剣に

取り組んでいました。

胡録神社の三匹獅子舞

私たちの街を流れる江戸川を

含む利根川水系の本格的な改修

が始まってから、西暦2000年で

ちようど100 周年を迎えます。

今年はこれを記念して、８月

29日困に市民会館で、実践女子

大学教授・三隅治雄氏による記

念講演や歌手 一真梨邑ケイさん

のジャズコンサート、大橋の胡録神社に伝わる獅子舞の披露な

どが行われ、たくさんの参加者でにぎわいました。

ま
つ
ど
文
学
散
歩

式

亭
三

馬

「
浮

世

風

呂

」

『
浮
世
風
呂
』
は
ヽ
式
亭
三
馬
の
滑
稽
本

（

一
八

〇

九
～

一

八

一
三

年
刊

行

）
で

、

『
浮

世

床
』
と
並

ぶ

代

表

作
で

す

。

髪

結

床

と
と

も

に

、
江

戸
庶

民

の

一

種

の

社

交

場
で

あ

っ
た

銭
湯

を
舞

台

に

、
季

節
の

移

り

変
わ

り

、

男
湯

や

女

湯

、

老

若

男
女
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
を
登
場
さ
せ
、
世

相

や

庶

民
の

生

活

を

描
い

て

い

ま

す

。

同

じ

滑

稽
本

作

者

の
ラ

イ

バ
ル

・

十
返

舎

一
九

が

「
特

異

な

人

物
の

異

常

な

行
動

に

よ

る

滑

稽

さ
」

を

書
い

た

の

に

対
し

、

三

馬

は

庶

民
の

日

常

生
活

の

精

密

な

観
察

と

描

写
で

皮
肉

な

笑

い

を

求
め
て

い

る
と

こ

ろ

に

特

色

が
あ

り

ま

す

。

そ

の

精

細
な

写

実

会

話

を
主

と
し

た
内

容

は

、

言

語

、
風

俗

の

資

料
的

価

値

が

高

い

と

さ

れ
て

い

ま

す

。

こ

の
『
浮
世

風

呂
』
の

中
に

、
「

疱

瘡
の

が
れ

に

良

く
効

く

馬

橋
万

満

寺

の

仁
王

様

の

草

蛙

」
の

話

が

出
て

き
ま

す

。

疱
瘡

は

、
種

痘

が

発
見

さ
れ

る

前

は

、

幼

児

が
一

度

は
か

か

る
恐

ろ
し

い

病

気
で

し

た
。
当

時

は

、
子

供

が
疱

瘡
に

か

か

る

と

、

神

仏
に

ひ

た

す

ら

祈

願
し

て

軽

く

経

過
す

る

こ

と

を
願

っ
た

の
で

す

。

臨

済

宗
の

万

満

寺

は

、
建

長

八

年

（
一

二

五

六

年

）
千

葉

介

頼
胤

に

よ

り

、

前
身

の

大
日

寺

と
し
て

建

立

さ
れ

た

古
刹

で

す

。

仁
王

門
の
阿
、
吽
二
体
の
金
剛

力

土
像
は
、
鎌
倉
時
代
の
運
慶
作
と
伝

え
ら
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

仁
王

門
の
草
鞋
を
借
り
、
疱
瘡
が

軽
く
済
ん
だ
ら
、
倍
に
し
て
返
す
信

仰
は
、
庶
民
ば
か
り
で
な
く
、
大
名
、

旗
本
に
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四

年
）に
は

、金

剛
力
士
像
と
、
中
気
除
け
で
有
名
だ
っ
た

不
動
明
王

立
像（
市
指
定
文
化

財
）
が
江
戸

の

東
両
国
の
回
向
院
に
運
ぱ
れ
、
約
二
ヵ

月
に
わ
た
り
江
戸
出
開
帳
が
行
わ
れ
ま
し

た
。現

在
も
、
金
剛
力
士
像
は
人
気
が
あ
り
、

松
戸
の
重
要

な
観
光
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と

も
な
っ
て
い

ま
す
。

疱
瘡
が
昔
ほ

ど
怖
い
も
の
で
な
く
な
っ

た
現
在
で
は

、
仁
王

様
の
股
く
ぐ
り
が
諸

難
厄
除
け
信
仰
に
変
わ
り
、
祭
礼
時
な
ど
、

並
ん
で
順
番
を
待
つ
人
気
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
ハ
イ
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
か

は
り
ま
す
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ホ
ン

二

お

孫
さ

ま

が

疱
瘡

を

遊

ば
し

た

そ

う
で

ご
ざ
い

ま

す

ネ

。
夫
で

も
至

極

お

軽
い

御

様
子
で
別
し
て
お
愛
た
う
▲
ハ
イ
サ
お
ま

へ

さ
ん

ネ

。

暮
に

お

し
つ

め

て

人

手

は

ご

ざ
い
ま
せ
ず
ネ
、
大
き
に
苦
労
致
ま
し
た

が
仕
合
と
軽
う
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ホ
ン
ニ

ホ
ン

ニ
御

方

便

な
物
で

ご
ざ
い

ま

す

。
母

親

が
お

ま
へ

御

ぞ
ん

じ
の

通

り

ネ

、

疱

瘡

が
重
う

ご
ざ
い

ま

し

た

か
ら

、

ど

う
か

と

存
ま

し

た

が

、

案
じ

る

よ
り

産

が

易
い

で

顔
に
は
わ
ざ
つ
と
五
粒
ば
か
り
、
手
足
に

漸

漸
算

る

ば
か

り
で

ご
ざ
い

ま

し

た

。

あ

れ

を
思

ひ

ま

す

り
や

ア

神
仏

の

お

力

も

ご

ざ
い

ま

す

の

さ

。
馬

橋
の
万
満
寺
の
仁
王

さ
ま

の

お

草

鞋
を

お

借

り
申

て

、
丁

で

三

年
に

な

り

ま
し

た

が

其

御
利

生
で

ご

ざ
い

ま

す
の

さ

。

（
「

浮
世

風

呂

」
）

（

市

立
図

書

館

）

股
く
ぐ
り
で
親
し
ま
れ
て
い
る
万
満
寺
の
仁
王
像（
阿
像
）

さわやかなハーモニー

松戸市平和コンサート

子どもだちとの

ジョイント･コンサート

三隅氏の記念 講演

2

9

負
傷
者
の
救
助
も
本
格
的
に

松 戸

の
野鳥

市内で見られるカラスには、このほかにく

ちばしが少し短いハシボソガラスがいるが、

ハシブト の方が雑食性が強く都市生活により

適応できる。 10年ほど前まではハシボソが多

かったが、今ではハシブトが優勢で、松戸が

それだけ都市化した証拠といえるかもしれな

い。声はカァーカァーと澄んでおり、濁った

声で鵈くハシボソと区別できる。

真っ黒い身体　出っ

張った額　先まで太い

くちばし

全長　　　　　　57cm

翼開長　　　　105cm

見られる所…市内全域

ハシブトガラス

一
斉
消
火
／
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